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国 語 Ｂ 
（主として「活用」に関する問題） 

国 語 A 
（主として「知識」に関する問題） 

≪優れている所≫ 

○相手や目的に応じ，自分が伝えたいこ

とについて，事例などを挙げながら筋

道を立てて話すことは，相当数の児童

ができている。 

 

○日常生活で使われている慣用句の意味を

理解して，自分の表現に用いることは，

相当数の児童ができている。 

 【今年度出題】心を打たれる 

 

≪努力を要する所≫ 

○学年別漢字配当表に示されている漢字

を文の中で正しく使うことに課題があ

る。 

【今年度出題】せい造 せつ備  

しょう毒 かん理 せっ極的 

 

○文の中における主語と述語との関係な

どに注意して，文を正しく書くことに

課題がある。 

 

【考察】 

◆学んだ漢字や文の書き方を，日常的に

「書く」活動にいかせるような，教育

活動の工夫が求められる。 

≪優れている所≫ 

○話し合いの参加者として，質問の意図

を捉えることは，相当数の児童ができ

ている。 

 

≪努力を要する所≫ 

○話し手の意図を捉えながら聞き，自分

の意見と比べるなどして考えをまとめ

ることに課題がある。 

 

○目的や意図に応じ，内容の中心を明確に

して，詳しく書くことに課題がある。 

 

○目的に応じて，文章の内容を的確に押

さえ，自分の考えを明確にしながら読

むことに課題がある。 

 

【考察】 

◆自分の考えをまとめたり，必要な内容

を整理したりして書くことに課題があ

り，指導の工夫が求められる。 

◆相手の主張を捉える｢読む｣｢聞く｣力を

つけるとともに，自分の考えを形成

し，相手意識・目的意識をもって｢書

く｣｢話す｣指導の工夫が求められる。 

 
○漢字の確実な習得のために，漢字の読み書きの機会を多く設定するととも

に，家庭学習としても取り組み，習熟度の向上を図ってきました。 

○相手に伝わる話し方や，目的や意図に応じた話し方ができるよう，朝の会

のスピーチなどで話す機会を設定し，話す活動の充実を図ってきました。 

 これまでの取組から 

 
○漢字の確実な習得をめざすために，習得した漢字を書いたり読んだりして

使う機会を多く設定し，計画的に指導していきます。 

○自分の考えをまとめるときには理由を明確にすること，必要な内容を整理

して書くときには具体的な事実と自分の意見などとを区別することを，重

点として指導していきます。 

 今後の具体的な取組について 
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≪優れている所≫ 

○面積がそろっている二つのシートの

混み具合の比べ方について，相当数

の児童が理解している。 

 

≪努力を要する所≫ 

○２００人のうち８０人が小学生のと

き，小学生の人数は全体の人数の

何％かを選ぶなど，百分率を求める

ことに課題がある。 

 

○円周率を求める式を選ぶ問いで，円

周率の意味についての理解に課題が

ある。 

 

○単位量当たりの大きさを求めるとき

の，除法の式と商の意味の理解に課

題がある。 

 

【考察】 

◆単に記憶するのではなく，意味を理

解し，関連付けながら，基礎的な学

力の定着を図る必要がある。 

≪優れている所≫ 

○折り紙の輪の色の規則性を解釈し，そ

れを基に条件に合う色を判断すること

は相当数の児童ができている。 

 

≪努力を要する所≫ 

○結果の理由を，示された数量を関連付

け根拠を明確にして記述することに課

題がある。 

 

○情報とグラフを関連付け，総数や変化

に着目していることを解釈し，それを

記述することに課題がある。 

 

○示された考え方を解釈し，ほかの数値

の場合を表に整理し，条件に合うもの

を判断することに課題がある。 

 

【考察】 

◆示された考え方を解釈したり，求め方

等を記述したりする問題の正答率が低

いことから，説明をしたり聞いたりす

る活動の指導の工夫が求められる。 

 

 
○基礎的・基本的な計算技能については，継続的な指導とともに，家庭学 

 習としても取り組み，計算は定着してきています。 

○新しい問題に取り組む際，既習学習の内容を手がかりに，自分で考えた 

 り説明したりする学習活動の充実を図ってきました。 

 これまでの取組から 

 
○基礎的な学力の確実な定着を図るために，日常的に計算の反復練

習を行うとともに，既習学習の振り返りを随時行っていきます。 

○根拠となる考えを基に，言葉や式を使って論理的に考え 

 たり説明したりする活動のさらなる充実を図ります。 

 今後の具体的な取組について 
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≪優れている所≫ 

○流されてきた土や石を積もらせる水の働きについて，相当数の児童が科学的な言葉や

概念（堆積作用）を理解している。 

 

○海水と水道水を区別するために，実験から得られた結果を基に判断する問題で，相当

数の児童が，より妥当な考えをつくりだすために，２つの異なる方法の実験結果を分

析して考察できる。 

 

≪努力を要する所≫ 

○一度に流す水の量と棒の様子との関係から，水の量が増えたときの地面の削られ方を

考えるなど，より妥当な考えをつくりだすために，実験結果を基に分析して考察し，

その内容を記述することに課題がある。 

 

○上流側の雲の様子や雨の降っている所と下流側の川の水位の変化から，その関係につ

いて言えることを選ぶなど，より妥当な考えをつくりだすために，複数の情報を関係

付けながら，分析して考察することに課題がある。 

 

○太陽の位置の変化と光電池に生じる電流の変化の関係を利用するなど，科学的事象

を，目的に合ったものづくりに適用することに課題がある。 

 

○予想が確かめられた場合に得られる結果を見通して，実験を構想することに課題がある。 

 

【考察】 

◆問題解決学習を通して，複数の情報から分析したり考察したりすることや，それを記

述して説明することに課題があり，授業での工夫が求められる。 

◆科学的事象についての知識を得るだけでなく，それを活用するなどの教育活動の工夫

が求められる。 

 
○日頃から，多様な経験をする場を設定するとともに，学習した内容と身の回り

で見られる事物・現象について，結びつけて考えられるよう指導しています。 

 これまでの取組から 

 
○授業の中で，仮説を立てたり，結果を見通したり，実験の結果から考察した

りする活動を通して，一人ひとりが，イメージ図や言葉（科学的用語を含

む）を使って表現できるよう指導していきます。 

○問題解決学習において，対話を通して自らの考えを整理したり，新たな考え

を生み出したり，考えを関連付けたり，考えの根拠を明らかにしたりするな

ど，論理的思考を働かせて互いに考えを深められるようにします。 

○多様な体験とともに，科学的知識を日常に結び付けるような活動 

 をさらに工夫するなど，子どもの興味関心を一層高め，実感を 

伴った理解へとつなげていきます。 

 今後の具体的な取組について 
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生活について 
 

学習について 
 

≪よかった所≫ 

○相当数の児童が，大切さや必要性を

理解しながら算数の授業に臨んでい

る。 

 

○相当数の児童が，理科の授業の内容

をよく理解していると答え，観察や

実験を行うことを好んでいる。 

 

○相当数の児童が，家で学校から出さ

れた宿題をしている。 

 

 

≪課題と思われる所≫ 

 

○家で，自分で計画を立てて勉強して

いる児童が少ない。 

 

○家で予習・復習やテスト勉強などの

自学自習をするとき，教科書を使い

ながら勉強している児童が少ない。 

 

○算数の授業で，学習したことを普段

の生活の中で活用できないかを考え

ている児童が少ない。 

 

 
○校内研究での積み重ねの成果として，理科学習に意欲を示す児童が多く，

特に観察や実験を行うことを好む児童が増えています。 

○学校からの宿題を計画的に出すことにより，大多数の児童が毎日宿題に取

り組んでいます。 

 これまでの取組から 

 
○規則正しい生活ができるよう，その大切さを引き続き呼びかけ

ていきます。 

○学習したことを他教科や日常生活でいかせるよう，汎用的な学

びにしていくための授業を工夫していきます。 

 

 今後の具体的な取組について 

≪よかった所≫ 

○いじめはどんな理由があってもいけ

ないことだと相当数の児童が認識し

ている。 

 

○人の役に立つ人間になりたいと相当

数の児童が思っている。 

 

○将来の夢や目標を持っている児童が

相当数いる。 

 

 

≪課題と思われる所≫ 

 

○規則正しい時刻に寝たり起きたりで

きていない児童がいる。 

 

○ボランティア活動に参加したり，地

域の行事に参加したりしている児童

が少ない。 

 

○地域や社会をよくするために，何を

すべきかを考えることがある児童が

少ない。 
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規則正しい生活習慣を身に

つけましょう。
就寝時刻，起床時刻を決め，必ず朝食をとっ

て学校に登校させてください。

１

毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか。

子どものよいところを見つけ，

認め，褒めましょう。
２

自分にはよいところがあると思いますか。

自分で計画を立てて，家庭

学習に取り組みましょう。

自己肯定感が高まり，自信をもって主体的に

行動できるようになります。

３

家で，自分で計画を立てて勉強をしてい

ますか。

教科書を活用して，自学自習

に取り組みましょう。
教科書を有効活用し，学校での学びを振り返りなが

ら，家庭学習に取り組めるよう励ましてください。

４

家で予習・復習やテスト勉強などの自学自習に

おいて，教科書を使いながら学習していますか。

地域の行事に参加しましょう。

地域の行事に親子で参加するなど，地域の

一員としての意識を育てていきましょう。

５

今住んでいる地域の行事に参加していますか。

地域や社会に目を向けてみ

ましょう。
地域や社会について，家庭でも話題にすること

で，社会に参画する意識と態度を育てます。

６

地域や社会をよくするために何をすべきか

を考えることがありますか。

平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果の分析より，「ご家庭で取り組んでいただき

たい６つの項目」をまとめました。できることから，ぜひ，始めてださい。
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ご家庭で取り組んでいただきたいこと

宿題を含め，予習，復習など，お子さん自身が

考えて取り組めるよう励ましてください。
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おもいやりの塔 


